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特集：3面ダイノシアター（福井編、ララミディア大陸編）

プラテオサウルス・トロッシンゲンシス

竜盤類　竜脚形類
後期三畳紀
ドイツ

Plateosaurus trossingensis 

主にヨーロッパの後期三畳紀の地層から、40か所以上
で産出している最古級の大型草食恐竜です。最も成功
した初期の草食恐竜と言えます。

X（旧Twitter）にて、最新情報配信中！
ぜひフォローしてください。

https://x.com/FukuiDinosaurs



2023年の恐竜博物館リニューアル
に合わせて新館の特別展示室に整備さ
れた映像です。スクリーンは一面が高
さ9 m横幅16 mで、観覧者にとっては
コの字型で前方と左右に３面配置され
ています。博物館としては異例の規模
の巨大スクリーンの壁で囲まれること
で映像世界への没入感を味わえる趣向
になっています。4K対応プロジェクター
3台でそれぞれのスクリーンに投影し、
スクリーンは特別展示室内部を仕切る
移動壁壁面を使用しています。映像と
ともに、27台ものスピーカーを使用し
た大迫力の効果音も楽しめます。特別
展を開催していない期間中、特別展示
室がシアター会場になっています。
2024年12月現在、シアターではコ
ンピュータグラフィックスで制作された
福井編とララミディア大陸編、2種類
の映像が交互に流れています。どちら
もほぼ3分間の映像です。

  ①福井編
福井県勝山市北谷町で発掘された
恐竜などの生き物を当時の環境中に復
元したものです。福井駅西口広場にあ
る恐竜ロボットを起点にして、現在の
福井駅の風景から一気に約1億2000
万年前の過去に遡り、さまざまな恐竜
や哺乳類、翼竜が動き回る世界が目の
前に再現されます。3面でそれぞれ異
なる生き物が思い思いに動いており、
一回ではとても見切れないため、何度
も見ないと全貌がわからない構成に
なっています。1億2000万年前の福井
県のある日の風景を傍観している設定
ですが、生き物たちの活動を「見る」
ことに徹底した恐竜世界との淡々とし
た関わりは、逆に細部の観察を促し、
見る度に新たな気づきがあるのではない
かと思います。
映像では基本的に勝山市北谷町の
発掘現場から見つかった化石に基づい

た生物を登場させていますが、中には
歯や足跡しか見つかっていないにもか
かわらず全体を復元しているなど、や
や想像を膨らませている動物も含まれ
ています。しかし、翼竜類やヨロイ竜
類、スピノサウルス科はといったレベ
ルの分類までわかっているなら、どの
ようなものが発見されているかを伝え
たいので、少ないヒントからあえて全
身復元を試みています。
最後に「見方」について、当館が想
定していたのとは異なる興味深い事実
があります。コの字型スクリーンなの
で、観覧者は中央に立っている方が多
い印象です。その位置からは映画のよ
うに３面すべてを見渡せる利点はあり
ますが、ぜひ数歩踏み出して「中」に
入り込んでいただければ、めくるめく
恐竜たちの世界にどっぷり浸れること
請け合いです。

（一島啓人）

 
 ②ララミディア大陸編
白亜紀の福井に広がる世界をじっく
りと堪能できる福井編とは対照的に、
ララミディア大陸編はまるで乗り物に
乗っているかのように当時の世界を探
検することができる、よりスリリング
な映像プログラムです。舞台となるの
は「ララミディア大陸」ですが、これ
はあまり聞き馴染みがない地名かもし
れませんね。後期白亜紀の北アメリカ
は、大陸を南北に貫くように海が入り
込んだことにより、陸地が東西2つに
分断されていました。西側のララミディ
ア大陸には、ティラノサウ
ルスやトリケラトプスをはじ
めとする多くの有名な恐竜
たちが暮らしていたほか、
空をはばたく大型の翼竜類
や、海を泳ぐモササウルス
類・首長竜類など、私たち
が典型的にイメージしがち
な「恐竜時代の風景」が広
がっており、その世界観を
3面の巨大スクリーンいっぱ

いに再現しました。
ララミディア大陸編は空のシーンか
ら始まります。3面をスクリーンに囲ま
れることで、翼竜と共に本当に空を飛
んでいるかのような浮遊感を味わうこ
とができます。そのあとに続く陸のシー
ンでは、アフリカのサファリを旅する
かのように恐竜たちの世界を巡ります。
目の前で次々と繰り広げられる様々な
恐竜たちのバトルに注目してください。
そして最後は、北アメリカ大陸を分断
する海の中を潜水艦に乗っているかの

ように遊覧するシーンへと移り変わりま
す。巨大なモササウルスを間近に眺め
たり、アンモナイトの群れを割って進
んだりするシーンは巨大な3面スクリー
ンならではの見所といえます。また、
海中シーンの後半では首長竜の子ども
がモササウルスに襲われるストーリー
が展開されます。首長竜の子どもは無
事にモササウルスから逃れることがで
きるのか、ぜひ注目してご覧ください。

繰り返しになりますが、異なる個性
の2つのプログラムはどちら
も見る者を恐竜時代へとタ
イムスリップさせてくれる
「没入感」が特長です。そ
の効果を十分に発揮するた
めにも、ぜひ3面スクリーン
の「中」に踏み込んで、そ
の世界観を余すことなく体
験してみてください。

（中田健太郎）

福井編　フクイティタン ララミディア大陸編　アンモナイトの群れ ララミディア大陸編　首長竜を襲うモササウルス

福井編　フクイラプトルとフクイサウルスの戦い

福井編　様々な恐竜が見られる

ララミディア大陸編　冒頭空のシーン

ララミディア大陸編　恐竜たちのバトル
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浙江自然博物館提携20周年

福井の恐竜たちが、1億2000万年
の時を経て、再びアジア大陸に戻りま
した。恐竜時代、彼らは、アジア大陸
を自由に往来することができ、中国
の恐竜たちと共に多様に進化しまし
た。中国浙江自然博物院杭州館におい 
て、『浙江・福井恐竜大展』が開幕し
ました。
福井県と浙江省は、姉妹都市とし
て文化交流を行い30周年たち、また、
浙江自然博物院（以前は、浙江自然博
物館）と福井県立恐竜博物館は姉妹館
として20周年を迎えました。この記
念すべき時に、日本国外では初めて、
福井のすべての恐竜が中国でお披露目
されています。

『浙江・福井恐竜大展』は、1200㎡
の特別展示室で開催されています。ま
ず、入り口は、日本ではあり得ないこ
とですが、子ども用入口として滑り台
が設置されています（写真右端）。浙
江省の恐竜（左）と福井の恐竜（右）
の復元画が描かれ、写真スポットです。
最初は福井の恐竜ゾーン。フクイベ
ナートルのロボットでお出迎えし、フ
クイラプトルの全身骨格が白亜紀の福
井の復元画の前に登場します。ティラ
ノミムスやフクイティタンもこのエリ
アに展示されています。この展示を担
当した鄭文傑（Zheng Wenjie）研究
員の解説時には多くの来場者が耳を傾
けていました。

今回の展示では、福井の恐竜の実物
化石も展示しました。中国国内で日本
の恐竜実物化石が展示されるのは初め
てです。実物化石は、レプリカと違い
専門機関のチェックが厳しく許可に時
間を要しました。

実のところ、８月末から日本や中国
を襲った台風により、標本の輸送が２
週間も遅れ、開催も危ぶまれる状態で
した。このような海外の標本を使った
企画展ではよくあることですが、本当
に命が縮まる思いです。

入り口の復元画

鄭研究員（右）による解説

鄭文傑研究員

獣脚類の足跡化石
ティラノミムス（腸骨）

フクイラプトル（大腿骨）の実物化石

福井の恐竜ゾーン
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浙江自然博物館提携20周年

本展の福井の恐竜展示で、“目から
鱗”だったのが、足跡の展示です。調
光具合も良かったのだと思いますが、
非常に見やすい展示で、足跡の魅力が
伝わってきます。
続いて、浙江省の恐竜ゾーン。ご存
知ない方が多いかと思いますが、浙江
省は８種類の学名が付いた恐竜が報告
されている恐竜王国の一つです。その
うち３種は、福井県立恐竜博物館との
共同発掘調査により発掘されたもので
す。すべて白亜紀中頃の地層から発見
されています。
多様なヨロイ竜類が生息していたの
がこの時期の浙江省の興味深いとこ
ろ。ジンユンペルタ（Jinyunpelta）
は、尻尾の先にある大きなコブが発見
されており、アンキロサウルス科とし

て最古の記録です。最古なのに、大き
なコブを持っているとは、どのような
進化の道筋を通ったのでしょうか不思
議です。
そのほかにも、この誌面で取り上げ
たい恐竜はいるのですが、多くの写
真をお見せしたいため、もうスペー

スがありません。最後にとっておき
の恐竜を紹介して終わりたいと思い
ます。アジアティラヌス・シュウイ
（Asiatyrannus xui）。2024年7月に
報告されたばかりのティラノサウルス
亜科の新種恐竜です。江西省で発見さ
れた化石ですが、研究したのが鄭 研
究員。種小名は、中国恐竜研究のトッ
プである中国科学院古脊椎動物古人類
学研究所所長の徐星（Xu Xing）院士
に由来します。
これら全てを見られるのはいまだ
け。ぜひ、浙江省へ恐竜を見に行って
ください! !  （柴田正輝）

ジンユンペルタ

アジアティラヌスと
徐星院士（左）と金副館長（右）

浙江省の恐竜ゾーン
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研究員
のペー

ジ

獣脚類は、主要な肉食恐竜や鳥類全
般を含む、大きなグループです。鳥類
が現在まで生き延びているため、獣脚
類の中では鳥類に近縁なものほど進化
的（派生的）、逆に縁遠いものほど原
始的（基盤的）であるという見方をす
るのが通例です。
福井県勝山市で発掘されている「北
谷層」で化石が見つかり、新種として
報告された恐竜類は7種（鳥類を除く
いわゆる「恐竜」は6種）ですが、そ
のうち4種が獣脚類に分類されていま
す。このことから、獣脚類が多様性に
富んでおり、当時の生態系にうまく適
応していたことがうかがえます。
福井で最初に発見された獣脚類はフ
クイラプトルという、オーソドック
スなタイプの肉食恐竜です（図1）。
2000年の命名当初はカルノサウルス

類に分類されましたが、後にアロサウ
ルス上科として分類されるようにな
り、現在ではメガラプトル類に分類さ
れています。
メガラプトル類は、アロサウルス上
科の中の小グループとして見出されま
したが、現在では２つの異なる仮説が
唱えられています。一方は従来どおり
アロサウルス上科に含むとする説（図
2A）で、もう一方はより進化的であ
るコエルロサウルス類に含むとする説
（図2B）です。いずれの説において
も、フクイラプトルはかなり原始的な
部類であり、その進化史を辿る上で重
要な立ち位置にあると言えます。
これまで、メガラプトル類はあまり
保存状態の良い化石が見つかっておら
ず、その姿や生態についてもまだまだ
謎の多い分類群です。フクイラプトル

も同様に、四肢骨を中心とした体の一
部しか化石が見つかっていません。そ
のため、今後の北谷層での新たな発見
が、フクイラプトル自体だけでなく、
メガラプトル類に関する謎をも解き明
かす鍵となるかもしれません。
フクイラプトルに次いで発見され
た獣脚類が、2016年に報告されたフ
クイベナートルです（図3）。全長2 
m強と比較的小型の恐竜ですが、全
身骨格の約7割が残っており、驚くほ
ど良好な保存状態であったと言えま
す。2007年に発見された当初はドロ
マエオサウルス科の恐竜と考えられ、
2010年にはその仮説に基づいて全身
骨格が復元されました。しかしその後
の研究によって、ドロマエオサウルス
科には見られない特徴がいくつも明ら
かになってきました。その他にも不思
議な特徴があり、例えば歯において
は、肉食恐竜の歯の縁に見られる「鋸
歯」と呼ばれる細かい突起が全く見ら

研究員研究員　　服 部　創 紀服 部　創 紀

ケラトサウルス類
メガロサウルス上科
シンラプトル
アロサウルス
カルカロドントサウルス科
ネオベナートル
メガラプトル類

ティラノサウルス上科
その他のコエルロサウルス類

アロサウルス上科

カルカロドントサウルス類

ネオベナートル科

コエルロサウルス類

アロサウルス上科

ティラノサウルス上科

カルカロドントサウルス類

コエルロサウルス類

ケラトサウルス類
メガロサウルス上科
シンラプトル
アロサウルス
カルカロドントサウルス科
ネオベナートル

メガラプトル類
その他のティラノサウルス上科
その他のコエルロサウルス類

A B

図1. フクイラプトルの生体復元模型（制作：荒木一成）

図3. フクイベナートルの生体復元模型（制作：荒木一成）

図2. メガラプトル類の位置付けに関する2つの仮説

北谷層の獣脚類
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研究員
のペー

ジ
れず、草食性のものとも特徴が異なる
ため、雑食性だったと考えられてい 
ます。
ところで、生物の進化史を解き明か
す上で、その道筋を示す系統樹（分岐
図）の存在は欠かせないものとなっ
ています（図2）。この系統樹を作る
のに用いられるのが、「系統解析」と
呼ばれる手法です。現生生物では、
DNAなどの遺伝情報を指標として、
似ている種同士を近くに配置した樹形
を明らかにしていきます。しかし、こ
うした遺伝情報は化石に残らないた
め、古生物では化石に残る他の特徴を
手がかりに系統樹を作っていくことに
なります。そのため、恐竜の化石で
は、骨や歯の特徴が主体となります。
また、グループによっても異なります
が、恐竜類においては系統樹の形に即
した分類を行うことが通例となってお
り、新種の報告を行う際にはほぼ必ず
系統解析が行われます。
フクイベナートル命名の際には、
500個弱の特徴を用いた系統解析が行
われました。その結果フクイベナート
ルは、コエルロサウルス類という非常
に大きなグループの中でも、特に原始
的な系統に位置付けられました。コエ
ルロサウルス類にはドロマエオサウル
ス科に加え、オビラプトルサウルス類
やテリジノサウルス類など、特徴的な
グループが多数含まれます。しかし、
フクイベナートルはそのいずれにも含
まれない格好となりました。そのた
め、ドロマエオサウルス科ではないと
しても、果たしてどのグループを基準
に全身骨格や生体を復元すれば良いの
か、よくわからなくなってしまいました。
その後、しばらく研究は停滞して
いましたが、4年後に転機が訪れまし
た。2020年の新型コロナウイルス感
染拡大により、恐竜博物館が臨時休館
することになったのです。残念な出来
事ではありますが、普段は展示されて
いる化石を研究する絶好の機会とも
なりました。また、全ての化石をCT

スキャンにかけるこ
とで、物理的なク
リーニングでは分離
できなかった骨を見
分けることができる
ようになりました。
また、系統解析に用
いられる特徴も、4
年間のうちにアップ
デートされて800個
以上に達しており、
その一つ一つについ
て改めて確認していくことになりま 
した。
こうして行われた新たな系統解析の
結果、フクイベナートルはコエルロサ
ウルス類の中でもテリジノサウルス類
と呼ばれるグループに含まれ、その中
で最も原始的な存在であることが判明
しました。テリジノサウルス類は発達
した前肢、特にそのかぎ爪の大きさが
特徴的ですが、小さな頭と長い首、大
きな胴体といった特徴から、草食性で
あったと考えられています。その祖先
ともいえるフクイベナートルが雑食性
であることは、テリジノサウルス類の
祖先が肉食性ないし雑食性で、グルー
プとして枝分かれした後で草食化して
いった可能性を示しています。
獣脚類はもともと肉食性ですが、そ
の中でも進化的なコエルロサウルス類
では、異なる食性に適応する系統がい
くつか現れるようになります。草食性
に適応した系統として、前述のテリジ
ノサウルス類と双璧を成すのが、オル
ニトミモサウルス類です。この仲間の
化石は以前から勝山市の発掘現場で複
数発見されていましたが、それらが
単一の新種に由来することが判明し、
2023年にティラノミムスとして命名
されたのは、皆さんの記憶にも新しい
ところかと思います（図4）。詳細は
本誌の第70号で紹介したとおりです
が、オルニトミモサウルス類の新たな
特徴を明らかにし、その起源がジュラ
紀までさかのぼる可能性を示しまし

た。しかし、フクイベナートルのよう
に食性がわかるような特徴を示す化石
はまだ見つかっておらず、今後の発掘
調査でさらに多くのパーツが見つかる
ことが期待されます。
勝山市の発掘現場ではその他にも、
始祖鳥に次ぐ原始的な鳥類の化石が
2013年に発見され、2019年に新種と
してフクイプテリクスという学名が与
えられています。こちらも同様に、直
接的に食性を示す特徴は発見されてい
ませんが、飛行ができるという点で他
の獣脚類と全く異なる生態をしていた
と考えることができます。それから、
魚を主な獲物とし、水辺に適応した獣
脚類としてスピノサウルス科の存在も
確認されています。歯の化石しか見つ
かっておらず、詳しい分類はまだ分か
りませんが、前述のどの獣脚類とも全
く異なる存在であることは明白です。
さらに最近では、デイノニコサウルス
類と呼ばれるドロマエオサウルス科と
その近縁種からなるグループの足跡化
石が発見されています。デイノニコサ
ウルス類には小型の肉食恐竜が多数含
まれるため、フクイラプトルとは異な
るタイプの獲物を狙う肉食恐竜がいた
可能性が出てきました。
獣脚類の多様化は、鳥類という現在
まで連なる系統を生み出しました。多
様な獣脚類が一カ所で見つかる北谷層
は、獣脚類がここまで長く繁栄できた
理由を理解する上でも、重要な情報源
になると期待されます。

図4. ティラノミムスの生体復元模型（制作：荒木一成）
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プラテオサウルス・トロッシンゲンシス

竜盤類　竜脚形類
後期三畳紀
ドイツ

Plateosaurus trossingensis 

主にヨーロッパの後期三畳紀の地層から、40か所以上
で産出している最古級の大型草食恐竜です。最も成功
した初期の草食恐竜と言えます。

X（旧Twitter）にて、最新情報配信中！
ぜひフォローしてください。

https://x.com/FukuiDinosaurs

中国科学院古脊椎動物・古人類研究
所教授であり当館の海外客員研究員で
もある董枝明（Dong Zhiming）先
生が10月20日に亡くなりました。87
歳とのことです。董先生は私が中国の
大学院へ留学して恐竜の研究をさせて
頂いた際の恩師でした。
董先生に初めてお会いしたのは、
2005年6月、早稲田大学の平野弘道
先生（故人）のご紹介により、雲南省
禄豊県へ出向いて、中国に留学する際
の指導教官になって頂くお願いをした
時でした。その場で快諾して頂いたも
のの、同席された呂君昌博士（故人）
がよくよく話してみると、董先生はす
でに研究所を退職されていたので、正
式には学生を持てないとのことでし
た。すぐさま吉林大学の孫革教授に電
話して事情を説明されると、孫革先生
が指導教官になって頂けることになり
ました。孫先生は古植物の専門家なの
で、恐竜については董先生に受け持っ
て頂くようにとのことでした。当時は
実感が湧いていませんでしたが、帰り
の飛行機では、ひとまず進路が拓けそ
うで安堵したのを憶えています。
禄豊県では多くの竜脚形類が発掘さ
れており、董先生からは「どれでも研
究していいぞ」と言って頂けて大変心
強かったのですが、いまだにいくつも
の化石を論文にできておらず、心苦し
い限りです。
2010年に博士号を取得したのち、
四川省の自貢恐竜博物館で2年半ほど
研究職員として従事しました。在職中
に董先生著の『 洲恐 』（邦題：アジ
アの恐竜）の日本語訳を国立科学博物
館の冨田幸光先生のご紹介で担当する
ことになりました。中国を中心とした

アジアにおける恐竜発掘の歴史を概観
した大著で、大変勉強になっただけで
なく、師匠に直接恩返しができる稀有
な機会となり幸甚です。
在職中にはまた、孫革先生が主導さ
れた新疆ウイグル自治区での竜脚類の
発掘に参加したのですが、董先生が視
察に来られた際に、ある骨の一部を見
て「大腿骨（太ももの骨）の下にある
から脛骨（すねの骨）」だろうと仰い
ました。私はその形から恥骨（骨盤の
一部）ではないかと進言しました。周
囲の岩石を取り除いてみると恥骨であ
ることが判明し、僅かですが師匠を超
えられたように思えて嬉しかったのを
憶えています。

私が2013年から福井県立恐竜博物
館で働けることになったのは、中国と
関わりの深い当館が、中国留学という
経験をもつ私を重用してくださったた
めと推察しておりますので、まさに董
先生のおかげと感謝申し上げます。
豪快で、（良くも悪くも）細かいこ
とは気にしないお人柄で、誰とでも同
じようなトーンで接するので、どこへ
行ってもみんなに慕われていました。
古脊椎動物研究所の学生さんが「高名
な学者なのに、まるで友達のように話
してくださる」と驚いていたが印象的
でした。董先生の弟子であることを誇
らしく思うととも、謹んでご冥福をお
祈り申し上げます。

董枝明先生を偲んで董枝明先生を偲んで
主任研究員主任研究員　　関  谷　　  透関  谷　　  透
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